
あ お も り

蟹としろうおまつり 外
そと

ヶ
が

浜
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町
まち

　４月下旬から５月上旬まで開催される「蟹としろうおまつり」。イベント開催中、産卵のために川をのぼる“しろうお”を、
蟹田橋付近の上流にヤナをかけて漁をしています。河口付近の特設店「かにた川」では、とれたてのしろうおをたっぷり使った
料理を楽しむことができます。濃厚なカニミソがたっぷりのトゲクリガニとあわせてお楽しみください。
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道路除排雪経費に対する
特別交付税の配分に関する要望
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定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
四

十
四
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
関
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
る

皆
様
に
は
、
こ
の
た
び
の
栄
誉
に

対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お
喜

び
を
申
し
上
げ
る
。
平
成
三
十
一

年
度
の
地
方
財
政
対
策
で
は
、
前

年
度
を
上
回
る
一
般
財
源
額
が
確

保
さ
れ
、
中
で
も
地
方
交
付
税
が

七
年
ぶ
り
に
前
年
度
を
上
回
る
と

と
も
に
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
抑

制
さ
れ
る
な
ど
、
我
々
町
村
の
財

政
運
営
に
配
慮
さ
れ
た
結
果
と

な
っ
た
。
今
後
も
、
技
術
革
新
や

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
社
会

が
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
我
々
町

村
長
は
、
社
会
経
済
状
況
を
見
極

め
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
、

地
域
の
個
性
を
最
大
限
に
発
揮
し

な
が
ら
地
域
振
興
施
策
を
展
開

し
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
『
こ
の

町
や
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
』
と

実
感
で
き
る
町
村
の
実
現
の
た
め

に
、
邁
進
し
て
い
こ
う
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
自
治
功
労
者
の
三
村
前
お

い
ら
せ
町
長
（
欠
席
）、
山
田
大

鰐
町
長
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
県
町

村
会
表
彰
と
し
て
自
治
功
労
者
の

吉
田
深
浦
町
長
、
山
田
平
内
町
副

町
長
の
ほ
か
、
一
般
職
員
百
八
十

六
名
（
代
表
・
田
子
町　

高
岸
登

紀
子
氏
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
吉
田
深
浦
町
長
が
謝
辞
を
述
べ

た
。

　

表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
出
席
の
野
呂
県
町

村
議
会
議
長
会
長
、
米
田
県
総
務

関会長があいさつ

定期総会には町村長はじめ44人が出席

　

本
会
は
二
月
十
九
日
、
青
森
市

の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
定
期
総
会

を
開
催
し
、
平
成
三
十
一
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
な
ど
を
決
定
し

た
ほ
か
、
地
方
創
生
の
推
進
な
ど

十
項
目
の
決
議
を
採
択
し
た
。
ま

た
、
議
事
に
先
立
ち
、
全
国
町
村

会
表
彰
の
伝
達
及
び
青
森
県
町
村

会
表
彰
と
し
て
自
治
功
労
者
の
表

彰
を
行
っ
た
。

本
会
定
期
総
会

地
方
創
生
の
推
進
、地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
確
保
な
ど
決
議

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰

表　

彰

自
治
功
労
者
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部
市
町
村
課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
関
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
に
入
り
、
平
成
三
十

一
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

な
ど
議
案
四
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決

定
し
た
。

　

ま
た
、
浜
谷
副
会
長
が
地
方
創

生
の
推
進
や
地
方
交
付
税
等
一
般

財
源
総
額
の
確
保
な
ど
十
項
目
の

決
議
を
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
採

択
し
た
。
な
お
、
決
議
の
実
行
運

動
方
法
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に

一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
一

年
度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画

た
め
、
町
村
は
自
主
的
・
自
立
的

に
地
域
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
度

の
会
務
運
営
は
、
県
、
全
国
町
村

会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密

に
し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た
め
、

町
村
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
町
村

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け

た
政
務
活
動
を
、
県
内
町
村
の
創

意
と
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
積
極

的
に
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
本
会
の
主
要
事
業
で
あ

る
町
村
長
の
健
康
維
持
増
進
の
た

め
の
健
康
管
理
事
業
を
は
じ
め
、

町
村
長
並
び
に
町
村
職
員
の
研
修
、

表
彰
、
町
村
職
員
採
用
試
験
、
法

令
外
負
担
金
の
規
制
、
会
報
活
動

等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的･

効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

共
済
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
有
財
産
の
保
全
、
町
村
職
員
の

生
活
安
定
を
図
る
立
場
か
ら
、
市

町
村
等
に
対
し
て
、
加
入･

継
続

を
積
極
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
町

村
の
振
興
発
展
と
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
三
十
一
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費

総
額
は
、
六
百
十
七
万
三
千
円
と

案
（
抜
粋
）
＝
町
村
の
多
く
は
農

山
漁
村
地
域
に
あ
り
、
文
化
・
伝

統
の
継
承
は
も
と
よ
り
、
食
料
の

供
給
、
水
源
か
ん
養
、
自
然
環
境

の
保
全
等
、
極
め
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
村
は
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
労
働
力
不
足
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

ま
た
総
じ
て
税
源
に
乏
し
く
、
厳

し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

　

住
民
に
最
も
身
近
な
町
村
が
、

将
来
に
わ
た
り
住
民
の
安
全･

安

心
を
確
保
す
る
重
責
を
担
い
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
基
盤
の

充
実･

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と

も
に
創
っ
て
い
く
社
会
の
実
現
の

す
る
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
三
十
一
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

案
＝
収
入
支
出
予
算
総
額
を
、
収

入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
八
千
三
百

四
十
五
万
四
千
円
（
対
前
年
度
比

二
千
四
百
四
万
千
円 

七
・
八
％

減
）
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
三
十
一
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
予
算
案
＝
経
常

収
支
計
を
、
四
千
二
百
九
十
五
万

六
千
円
と
す
る
。

決　　議（項目抜粋）
１　一億総活躍社会の実現に向け、地方創生の更なる推進を図ること
１　「まち・ひと・しごと創生事業費」を拡充するとともに、地方交付税等の一般財源総額
を確保すること

１　農林漁業者が将来にわたって意欲と希望を持って経営に取り組めるよう、グローバル経
済に対応した農林水産業の強力な振興施策、米国との貿易交渉並びにＴＰＰ 11 及び日欧
ＥＰＡ対策について万全を期すこと

１　農林漁業の振興による農山漁村の再生・活性化を図るとともに、田園回帰の時代を拓き、
都市と農山漁村の共生社会を実現すること

１　地方分権改革を推進すること
１　急速に進行する少子高齢化や人口減少に対応した医療・保健・福祉・子育て支援施策を
強力に推進するとともに、地域医療の確保・充実のため医師確保対策を推進すること

１　防災・減災・老朽化対策を強力に推進するとともに、道路、河川、生活環境等の積極的
な整備促進を図ること

１　経済の活性化を図るため、地域資源を最大限活用した魅力ある産業の創出や労働力確保
対策等、経済・雇用施策を強力に推進すること

１　地域の魅力をより一層高めるとともに、陸路、海路、空路の交通網を活用した観光振興
を推進し、交流人口の拡大を図ること

１　道州制は導入しないこと

決議文を読み上げる浜谷副会長

三村知事が来賓祝辞を述べる

議　

事
平
成
三
十
一
年
度

予
算
を
決
定
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町
村
長
（
在
職
四
期
以
上
退
任
）

　

上
北
郡　

お
い
ら
せ
町
長

三
村
正
太
郎

町
村
長
（
就
任
三
期
）

　

南
津
軽
郡　

大
鰐
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

年
伸

町
村
長
（
在
職
十
年
以
上
）

　

西
津
軽
郡　

深
浦
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

満

副
町
村
長
（
在
職
十
五
年
以
上
）

　

東
津
軽
郡　

平
内
町　

副
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

光
昭

一
般
職
の
職
員

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
小
林
正
人
、
須
藤
誠
一
、

後
藤
久
志
、
亀
田
し
げ
子
、
宿
野

部
智
子

外
ヶ
浜
町
＝
三
上
豊
、
加
藤
美
和
、

工
藤
由
紀
子
、
瀧
本
深
雪
、
越
田

明
、
笹
木
美
津
子
、
細
田
幸
樹
、

掛
村
香
寿
美
、
三
浦
政
宗

蓬
田
村
＝
高
田
一
憲

鰺
ヶ
沢
町
＝
太
田
稔
、
清
野
彰
史
、

工
藤
幸
仁
、
神
広
丈
、
白
取
輝
也
、

一
戸
浩
尚
、
小
沼
卓
志
、
清
野
守
、

齋
藤
和
裕
、
吉
田
孝
太
郎
、
葛
西

準
也

深
浦
町
＝
黄
金
崎
芳
幸
、
鈴
木
治

朗
、
斉
藤
徹
伸

西
目
屋
村
＝
齋
藤
裕
行

藤
崎
町
＝
久
保
田
育
子
、
成
田
泉
、

境
輝
幸
、
佐
藤
健
、
成
田
康
治
、

横
嶋
和
哉

大
鰐
町
＝
工
藤
妙
織
、
対
馬
て
つ

子
、
福
士
千
明
、
髙
木
ひ
と
み

田
舎
館
村
＝
阿
保
春
仁
、
中
村
甲

一
郎
、
小
野
淳
也
、
浅
利
高
年
、

佐
藤
勝
彦
、
喜
多
島
啓

板
柳
町
＝
工
藤
園
美
、
伊
藤
和
子
、

八
木
橋
太
、
楠
美
仁
康
、
藤
田
芳

子
、
葛
西
文
子
、
佐
藤
早
苗
、
野

宮
恵
子
、
横
澤
美
由
貴
、
山
口
祐

子
、
小
枝
郁
子
、
工
藤
高
久

鶴
田
町
＝
笹
森
悦
子
、
寺
山
好
典
、

工
藤
大
志

中
泊
町
＝
宮
越
裕
子
、
三
上
康
栄
、

山
中
哲
哉
、
三
上
麻
木
子
、
鎌
田

暢
尚
、
小
林
真
紀

野
辺
地
町
＝
玉
山
順
一
、
寺
澤
い

づ
み
、
上
野
優
、
川
村
志
信

七
戸
町
＝
田
嶋
史
洋
、
井
上
健
、

西
野
勝
夫
、
阿
部
泰
晴
、
佐
々
木

祐
一
、
佐
々
木
智
恵
子

六
戸
町
＝
澤
口
俊
博
、
円
子
国
浩
、

吉
田
史
明
、
田
中
洋
、
小
林
恵
、

若
槻
律
子

横
浜
町
＝
古
郡
友
哉

東
北
町
＝
附
田
誠
吾
、
新
山
真
、

附
田
留
美
子
、
島
川
達
哉
、
坂
本

司お
い
ら
せ
町
＝
澤
口
誠
、
福
田
輝

雄
、
柏
崎
勝
徳
、
中
里
浩
、
吉
田

友
紀
、
成
田
繁
明

六
ヶ
所
村
＝
村
畑
貞
子
、
田
中
義

孝
、
中
岫
賢
悟
、
佐
々
木
恵
理
子
、

赤
石
雄
樹
、
長
根
直
子

大
間
町
＝
増
山
渉

東
通
村
＝
石
田
馨
、
宮
本
憲
明
、

川
畑
誠
、
中
西
満
春
、
賀
佐
貴
彦
、

菊
池
敢
世
、
大
槻
伸
、
澤
田
早
人

風
間
浦
村
＝
皆
野
雅
彦
、
北
川
丈

美佐
井
村
＝
石
戸
貴
広

三
戸
町
＝
齋
藤
優
、
中
村
正
、
井

畑
百
香
、
木
村
健
、
田
村
京
子
、

藤
田
恵
子
、
和
田
雅
子

五
戸
町
＝
黄
川
田
千
賀
子
、
中
村

千
加
子
、
山
田
市
子
、
竹
洞
晴
生
、

坂
本
慎
香
、
小
野
寺
克
仁

田
子
町
＝
坂
下
勝
彦
、
高
岸
登
紀

子
、
小
林
靖
典
、
石
井
嘉
法
、
木

谷
健
悦

南
部
町
＝
石
橋
一
史
、

宮
崎
典
子
、
栗
山
光
弘
、

角
美
津
代
、
石
塚
美
郷
、

千
葉
茂
夫
、
宮
木
昌
志
、

河
原
美
奈
子
、
松
橋
勉
、

鈴
木
義
貴
、
赤
石
恵
吏

子
、
青
山
博
文
、
中
野

さ
と
み
、
小
田
原
孝
治

新
郷
村
＝
中
鶴
間
淳
子

中
部
上
北
広
域
事
業
組

合
＝
佐
々
木
順
子
、
亀

田
知
亜
紀
、
田
高
智
恵

子
、
稲
垣
ち
え
み
、
吹

越
豊
、
蛯
名
達
也
、
戸
田
浩
徳
、

福
山
真
知
子
、
蛯
名
祝
子
、
野
月

健
一
、一
戸
裕
子
、
山
田
加
奈
子
、

苫
米
地
志
耕
、
蛯
名
朝
、
下
モ
内

宰
相
、
工
藤
哲
朗

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
久
保

田
昌
明
、
萩
生
寿
幸
、
吉
田
晴
美
、

亀
田
満
春
、
杉
本
英
樹
、
柏
葉
裕

司
、
髙
村
秀
昭
、
前
田
貴
仁
、
松

舘
直
人
、
松
舘
桂
、
村
田
俊
樹
、

戸
田
真
也
、
三
浦
和
弘
、
髙
村
和

幸
、
荒
川
誉
学
、
吹
越
由
美
子
、

松
舘
郁
子
、
三
戸
美
香
子
、
山
端

裕
子

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合
＝
角
谷
義

如
、
村
元
忠
幸

鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組
合
＝
齋

藤
和
俊
、
後
藤
晴
史
、
﨑
野
琢
也

全
国
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

受賞者の方々（左から山田大鰐町長、吉田深浦町長、山
田平内町副町長、田子町の高岸氏）

謝辞を述べる吉田深浦町長

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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総務省の安田事務次官に要望内容を説明

国土交通省の森事務次官に要望

　

本
会
は
二
月
十
五
日
、
東
京
都

内
で
、
県
、
県
市
長
会
と
の
合
同

に
よ
り
、
道
路
除
排
雪
経
費
に
対

す
る
特
別
交
付
税
の
配
分
に
関
し

て
総
務
省
へ
、
財
政
支
援
に
関
し

て
国
土
交
通
省
へ
要
望
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
村
の
除
排
雪
作
業

に
か
か
る
費
用
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
国
の
財
政
支
援
を

求
め
実
施
し
た
も
の
。

　

要
望
に
は
三
村
知
事
の
ほ
か
、

市
長
会
か
ら
小
野
寺
会
長
、
本
会

か
ら
関
会
長
が
参
加
し
た
。
当
日

は
、
総
務
省
で
は
安
田
事
務
次
官
、

林
﨑
自
治
財
政
局
長
、
多
田
大
臣

官
房
審
議
官
、
大
沢
自
治
財
政
局

財
政
課
長
に
、
国
土
交
通
省
で
は

森
事
務
次
官
、
池
田
道
路
局
長
に

面
談
の
う
え
、
要
望
活
動
を
行
っ

た
ほ
か
、
県
選
出
国
会
議
員
に
は
、

道
路
除
排
雪
関
連
経
費
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

ま
た
、
県
市
長
会
と
の
連
名
に

よ
り
、
総
務
省
と
県
選
出
国
会
議

員
に
対
し
て
、
風
し
ん
に
関
す
る

追
加
的
対
策
の
実
施
に
係
る
財
政

措
置
等
に
つ
い
て
の
緊
急
要
望
書

を
提
出
し
た
。

道路除排雪経費の
財政支援等を要望
県・市長会と合同で

総務省・国土交通省に

平成30年度道路除排雪経費に対する
特別交付税の配分に関する要望

　今冬は、12 月下旬から１月上旬にかけて強い冬型の
気圧配置が続き、津軽地方を中心に雪の降る日が多かっ
たほか、平年を上回る積雪量を記録した地域もあり、道
路交通障害等、住民生活に大きな支障を来しております。
　このような状況に対応するため、本県町村は、住民生
活の安全・安心の確保、及び地域経済活動を図ることか
ら、通勤・通学路などの生活道路の除排雪等に全力を挙
げて取り組んでおります。
　そのような中、増大する除排雪経費のため、既に補正
予算を編成し対応している町村もあり、本格的な降雪期
を迎え、除排雪経費の更なる追加など多額の財政支出が
見込まれます。
　つきましては、本県町村の現状及び厳しい財政状況を
ご賢察のうえ、平成 30 年度の道路除排雪経費に対する
特別交付税の配分について、特段の御配慮をお願いしま
す。

緊急要望書（項目抜粋）
風しんに関する追加的対策の実施に係る

財政措置等について

１．風しんに関する追加的対策については、市区町村に財政
負担が生じることがないよう、国の責任において必要な財
源を確保し、全額国庫負担で行うこと。

２．事務負担の増加に伴う人件費やシステム改修経費をはじ
め、円滑な事務処理に必要となる経費に対しても同様の財
政措置を講じること。

３．居住地のみならず居住地以外の医療機関等においても、
抗体検査及び予防接種を受けることができる全国規模の広
域性を持った内容であることから、抗体検査及び予防接種
に係る標準単価の設定の他、休日・夜間における実施体制
の整備等、国の責任において実施体制の整備を行うこと。

４．国は、地方自治体及び関係機関が、対象者に対して新制
度を確実に周知でき、混乱なく円滑に業務を運営するため
に必要な準備作業に着手できるよう、事務処理要領の策定
を急ぎ、早急に各種様式のひな形等を示すこと。
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本
会
は
二
月
十
九
日
の
定
期
総

会
に
先
立
ち
、
二
月
五
日
、
青
森

市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
、

平
成
三
十
一
年
第
一
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
関
会
長

を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
人
。

　

理
事
会
で
は
、
平
成
三
十
一
年

度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
四
件
及

び
、
報
告
一
件
並
び
に
、
定
期
総

会
次
第
案
な
ど
の
協
議
事
項
六
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。
事

業
計
画
及
び
予
算
案
は
二
月
十
九

日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
に
提
出

す
る
こ
と
と
し
た
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
一
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
三
十
一
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

平
成
三
十
一
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

案

○
議
案
第
四
号　

平
成
三
十
一
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
予
算
案

◯
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（（
平
成
三
十
年
専
決
第
一

号
）
青
森
県
町
村
会
職
員
服
務
規

程
の
全
部
を
改
正
す
る
規
程
）

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
三
十
一
年

第
一
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

次
第
案
並
び
に
案
件
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
二　

決
議
案
に
つ
い

て○
協
議
事
項
三　

平
成
三
十
二
年

度
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る

要
望
運
動
（
案
）
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
四　

町
村
長
の
健
康

管
理
研
修
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
五　

北
東
北
三
県
町

村
長
中
央
研
修
会
・
交
流
会
の
実

施
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
六　

平
成
三
十
一
年

の
町
村
会
会
長
等
の
選
任
に
つ
い

て
第
一
回
生
協
支
部
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
県

支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案

一
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
、
本
会
定
期
総
会
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
た
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
一
年

度
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

青
森
県
支
部
会
計
予
算
案

平
成
31
年
度

事
業
計
画
な
ど
を
審
議

平
成
31
年
第
１
回
理
事
会
・
生
協
支
部
委
員
会

　

本
会
は
三
月
二
十
二
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
平
成

三
十
一
年
正
副
会
長
・
理
事
・
監

事
・
政
務
調
査
委
員
長
・
顧
問
合

同
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
、

関
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十

二
人
。

　

合
同
会
議
で
は
、
本
会
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
の
選
任
及
び
平
成

三
十
一
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町

村
の
部
）
に
お
け
る
提
言
事
項
に

つ
い
て
協
議
し
、
原
案
ど
お
り
決

定
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

◯
議
案
第
一
号　

青
森
県
町
村
会

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件
＝
小

笠
原
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
が
平

成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
後
任
に
原
田
氏
を
選
任
し
た
。

（
就
任
年
月
日
、
平
成
三
十
一
年

四
月
一
日
）

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
三
十
一
年

度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）

に
つ
い
て
＝
次
の
十
項
目
を
同
会

議
に
お
い
て
提
言
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て

３　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

４　

海
岸
漂
着
物
等
の
対
策
に
つ

い
て

５　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

６　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

７　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
８　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

９　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

10　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て市町村長会議の提言事項を協議

本会新常務理事兼
事務局長に原田氏
を選任　　　　　
正副会長・理事・監事・
政務調査委員長・顧問合同会議
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県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
二

月
十
九
日
、
青
森
市
の
青
森
国
際

ホ
テ
ル
で
平
成
三
十
一
年
第
一
回

議
会
定
例
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
関
管
理
者
は
じ
め
、
議
員
等

十
市
町
村
長
。

　

定
例
会
で
は
、
関
管
理
者
が
平

成
三
十
一
年
度
予
算
な
ど
四
件
の

議
案
と
一
件
の
報
告
事
項
の
提
案

理
由
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議

し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
一
年

度
組
合
一
般
会
計
予
算
案
＝
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
八
億
七
千
五
百
四
十
万

六
千
円
（
対
前
年
度
比
五
百
八
十

六
万
二
千
円
、
〇
・
六
七
％
増
）

と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
三
十
一
年

度
組
合
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
特

別
会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

七
千
二
百
三
十
二
万
七
千
円
（
対

前
年
度
比
一
千
三
百
七
十
二
万
四

千
円
、
十
五
・
九
％
減
）
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
＝
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十

年
法
律
第
七
十
一
号
）
が
平
成
三

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
国
家
公
務
員
へ
の

措
置
に
準
じ
て
、
本
組
合
職
員
に

対
す
る
超
過
勤
務
命
令
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
上
限
等
を
定
め
る
た

め
の
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
提
案
す
る
も

の
で
あ
る
。

◯
議
案
第
四
号　

青
森
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
＝
南
黒

地
方
福
祉
事
務
組
合
が
平
成
三
十

一
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解

散
す
る
こ
と
に
伴
い
、
青
森
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
同
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
、
同
退
職
手
当
組
合

か
ら
協
議
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
六
条
第

一
項
及
び
同
法
第
二
百
九
十
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
提
案
す
る
も
の

で
あ
る
。

○
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
専
決
第
一
号
））
＝
青
森
県

職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
本
組

合
職
員
の
給
料
月
額
並
び
に
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
等
の
改

定
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
が
、
議

会
を
招
集
す
る
暇
が
な
い
た
め
専

決
処
分
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
を
報

告
し
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

総合事務組合議会定例会

平成31年度
予算など決定

関管理者が提案理由を説明

平成31年度予算などを審議

略　歴
昭和57年４月　県地域振興課主事

平成11年４月　地域振興課地域振興班長

平成13年４月　政策推進室総括主幹

平成16年４月　企画課総括主幹

平成17年４月　情報システム課副参事

平成20年４月　政策調整課副参事

平成21年４月　ＩＴＥＲ支援室長

平成22年４月　原子力立地対策課長

平成23年４月　企画調整課長

平成23年６月　原子力施設安全検証室長

平成25年４月　環境生活部次長

平成26年４月　企画政策部次長

平成27年４月　企画政策部理事

平成28年４月　企画政策部長

平成31年３月　定年退職

青森県町村会
常務理事兼
事務局長

原
はら

田
た

　啓
けい

一
いち
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本
会
は
二
月
八
日
、
青
森
市
の

青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
町
村
長
を
は
じ
め

町
村
の
幹
部
職
員
四
十
一
人
。

　

は
じ
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

特
別
委
員
会
の
関
委
員
長
（
西

目
屋
村
長
）
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
環
境
経
済

研
究
所
理
事
・
主
席
研
究
員
で

U

ユ
ー
ス
リ
ー
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ

3InnovationsLLP

共
同
創
業

者
・
代
表
取
締
役
の
竹
内
純
子
氏

が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
２
０
５

０
年

－

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課

題
と
展
望
」
と
題
し
、
講
演
し
た
。  

　

竹
内
氏
は
「
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
人
口
減
少
・
過
疎
化
、

脱
炭
素
化
、
分
散
化
、
制
度
改
革
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
五
つ
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
今
、
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
三
つ
あ
る
。
一

つ
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基

本
で
あ
る
３
Ｅ
＋
Ｓ
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
・
経
済
効
率
性
・

環
境
へ
の
適
合
・
安
全
性
）
に
立

ち
返
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
政
策
の
修

正
と
、
原
子
力
政
策
へ
の
国
の
覚

悟
を
固
め
る
こ
と
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
た
い
な
ら
ば

で
き
る
だ
け
安
く
電
力
を
供
給
す

る
べ
き
で
あ
り
、
経
済
的
な
観
点

だ
け
で
は
な
く
自
然
環
境
と
の
調

和
も
取
る
必
要
が
あ
る
。
三
つ
目

は
、
来
る
べ
き
人
口
減
少
・
過
疎

化
社
会
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
在
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
。
人

口
減
少
・
過
疎
化
社
会
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
に
大
き
く
影
響
を
与
え

る
。」
と
述
べ
、
出
席
者
は
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会

エネルギー政策について講演する竹内氏

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成31年４月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ 33.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ 33. 4.23 宮　　本　　一　　男
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ 33.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ 33.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ 32.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ 34. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ 34. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ 32.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ 34. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ 33. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ 33. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ 32. 1.27
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ 32.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ 33. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ 34. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ 34. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ 33. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ 33. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ 33. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ 34. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ 32.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ 34. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ 33.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ 33. 5.28
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
一
月
二
十
一
日
、

青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成

三
十
一
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
市
町
村
か

ら
広
報
紙
二
十
三
点
、
写
真
四
十

点
、
映
像
二
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の

部
で
東
北
町
の｢

広
報
と
う
ほ
く
」

（
平
成
30
年
12
月
号
）
が
初
め
て

の
特
選
、む
つ
市
の｢

広
報
む
つ
」

（
平
成
30
年
９
月
号
）
が
準
特
選

と
な
っ
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
す
る
。

平
成
31
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
紙
総
合
の
部

　
「
広
報
と
う
ほ
く
」
が
初
特
選

所　　属 職　　名 氏　　名

東 奥 日 報 社 編集局整理部長 舘　花　光　秀

デーリー東北新聞社 執行役員
青森支社長 木　村　和　彦

陸 奥 新 報 社 役員待遇
青森支社長 成　田　幸　男

青 森 放 送 報道局報道部長 鳴　海　勝　彦

青 森 テ レ ビ 報道制作局次長
兼報道制作部長 成　田　克　彦

青 森 朝 日 放 送 取締役
報道制作局長 名　取　光　広

審 査 委 員

平成31年青森県広報コンクール審査結果

広報紙部門（総合の部）
特　選　東　北　町　「広報とうほく」 12月号※
準特選　む　つ　市　「広報むつ」 ９月号※

広報紙部門（市部）
入　選　弘 前 市　「広報ひろさき」 11月１日号　　
佳　作　平 川 市　「広報ひらかわ」 10月号　
奨励賞　十 和 田 市　「広報とわだ」 11月１日号　

広報紙部門（町村部）
入　選　板　柳　町　「広報いたやなぎ」 11月号　
佳　作　鶴　田　町　「広報つるた」　　 11月15日号　
佳　作　おいらせ町　「広報おいらせ」　　 ７月号　
奨励賞　外 ヶ 浜 町　「広報そとがはま」　 　８月号　
奨励賞　階　上　町　「広報はしかみ」　　 12月号　

広報写真部門（一枚写真の部）
入　選　東　北　町　「広報とうほく」　　 ４月号※
佳　作　横　浜　町　「広報よこはま」　　 ６月号　
奨励賞　田 舎 館 村　「広報いなかだて」　　 ９月号　

広報写真部門（組み写真の部）
入　選　田 舎 館 村　「広報いなかだて」　　 ３月号※
佳　作　弘　前　市　「広報ひろさき」　 　９月１日号　
奨励賞　十 和 田 市　「広報とわだ」　　 10月１日号　
奨励賞　深　浦　町　「広報ふかうら」　　 12月号　

映像部門
入　選　該 当 な し
佳　作　東　北　町　「東北町秋まつり」※
奨励賞　平　内　町　「アオモリーノヒラナイ　　

                              椿山クラフトキャンプ編」　

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品

特
選　

東
北
町
「
広
報
と
う
ほ
く
」

準
特
選　

む
つ
市
「
広
報
む
つ
」
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町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
平
成
三
十

年
度
実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
全
国
統
一

試
験
の
七
月
二
十
二
日
（
日
）
と

九
月
十
六
日
（
日
）
の
二
回
。
ま

た
、
そ
の
他
の
期
日
に
個
別
試
験

を
実
施
し
た
。

　

三
十
一
年
度
に
町
村
職
員
採
用

試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団
体

は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
共
済
課
【
電
話
０
１

７
（
７
２
３
）
１
３
３
１
】
に
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

［

平
成
三
十
一
年
度
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
の
概
要］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
上
級
試
験
）

平
成
三
十
一
年
七
月
二
十
八
日（
日
）

・
第
二
回
（
中
・
初
級
試
験
）

平
成
三
十
一
年
九
月
二
十
二
日（
日
）

○
場
所

　

第
一
、
二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
「
平
成
三
十
一
年
度
町
村
職
員

採
用
試
験
実
施
申
込
書
」
を
、
四

月
二
十
六
日
（
金
）
ま
で
に
本
会

へ
送
付
願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
留
意
事
項
等

・
受
験
者
数
の
報
告

　

第
一
回
（
上
級
試
験
）
は
六
月

二
十
日
（
木
）、
第
二
回
（
中
・

初
級
試
験
）
は
八
月
五
日
（
月
）

ま
で
に
、
受
験
者
名
簿
を
本
会
へ

提
出
願
い
ま
す
。

・
公
募
方
法

　

受
験
者
公
募
の
手
続
き
は
各
団

体
が
行
う
こ
と
と
し
、
右
記
の
名

簿
提
出
期
日
に
間
に
合
う
よ
う
公

募
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
験
票
は

各
団
体
が
作
成
し
、
試
験
当
日
に

受
験
者
が
必
ず
持
参
す
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
当
日
の
実
施
運
営

　

例
年
、
本
会
職
員
と
試
験
実
施

団
体
担
当
者
が
連
携
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。

・
担
当
者
事
前
説
明
会

　

試
験
係
員
と
な
る
試
験
実
施
団

体
担
当
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説

明
会
を
七
月
上
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
試
験
実
施
申
込
み
の
あ
っ

た
団
体
に
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

・
経
費
負
担

　

試
験
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に

係
る
経
費
は
、
団
体
申
込
み
の
科

目
料
金
を
申
込
人
数
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

・
個
別
試
験

　

統
一
試
験
日
以
外
の
期
日
の
個

別
試
験
の
実
施
は
、
本
会
は
問
題

用
紙
等
の
提
供
・
採
点
の
み
行
い

ま
す
。
実
施
団
体
は
、
試
験
日
の

一
ヵ
月
前
ま
で
に
本
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
実
施
状
況

平
成
31
年
度
実
施
申
込
受
付
中

平成30年度町村職員採用試験申込者数
（単位：人）

No. 団体名

職　　　種

合計
上　級 中　級 初　級

社
会
人行政 土木 保健師 一般 社会

福祉 保健師 栄養士 看護師 放射線
技師

介護
支援
専門員

一般 一般
（身障）消防 土木

1 平 内 町 13 8 6 27
2 今 別 町 4 10 14
3 外 ヶ 浜 町 14 3 17
4 蓬 田 村 3 3
5 鰺 ヶ 沢 町 1 3 24 28
6 深 浦 町 11 2 9 22
7 西 目 屋 村 1 1
8 藤 崎 町 35 6 6 8 55
9 大 鰐 町 13 1 6 4 24
10 田 舎 館 村 20 12 32
11 板 柳 町 9 2 1 11 8 2 8 41
12 鶴 田 町 17 1 1 12 2 33
13 中 泊 町 9 5 14
14 野 辺 地 町 6 8 14
15 七 戸 町 19 1 5 25
16 六 戸 町 13 1 14
17 横 浜 町 2 2 4
18 東 北 町 10 3 4 17
19 お い ら せ 町 29 8 2 8 1 3 13 4 68
20 六 ヶ 所 村 4 10 14
21 大 間 町 1 1 12 14
22 東 通 村 4 1 5
23 風 間 浦 村 1 3 4
24 佐 井 村 8 8
25 三 戸 町 11 1 1 3 5 21
26 五 戸 町 9 7 16
27 田 子 町 2 3 1 6
28 南 部 町 15 3 13 2 33
29 階 上 町 8 4 12
30 新 郷 村 5 5
31 中部上北広域事業組合 14 7 21
32 三戸地区環境整備事務組合 2 2
33 西北五広域福祉事務組合 3 3
34 鰺ヶ沢地区消防事務組合 8 8
35 北部上北広域事務組合 9 9
36 青森県市町村総合事務組合 5 5
37 青 森 県 町 村 会 13 13

合　計 267 4 14 25 9 15 25 9 2 3 214 5 37 4 19 652

町
村
職
員
採
用
試
験

平
成
30
年
度
実
施
状
況
と

平
成
31
年
度
実
施
に
つ
い
て
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「
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
」
は
、
平
成
31
年
度
も
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
趣
旨
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
主
な
助
成
内
容

　

１　

助
成
金
額
：
１
町
村
当
た
り
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32

年
２
月
29
日
ま
で
に
実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
２
０
０
万
円
を
限

度
に
実
費
助
成

　

２　

助
成
対
象
経
費

　
　
　

謝
金
、
旅
費
、
印
刷
製
本
費
・
複
写
費
、
賃
借
料
、
通
信
運
搬
費
、

共
同
事
業
に
関
す
る
負
担
金
、
そ
の
他
事
業
を
行
う
上
で
本
会
会

長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

　

３　

助
成
対
象
事
業
例

　
　
　

・
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
係
る
観
光
振
興
等
に
係
る
事
業

　
　
　

・
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
・
確
保
事
業

　
　
　

・
産
業
振
興
上
必
要
な
事
業

　
　
　

・
地
域
資
源
の
発
掘
、
活
用
に
よ
る
商
品
開
発
、
需
要
拡
大
事
業

　
　
　

・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
施
設
整
備
事
業

■
申
請
期
限

　

平
成
31
年
５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
事
業
計
画
申
請
書

を
本
会
へ
提
出
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
に
関
し
て
は
、本
会
業
務
共
済
課（
電

話
：
０
１
７
―
７
２
３
―
１
３
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
を

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い

平成31年度町村会関係主な行事予定
会議等の名称 日　時 場　所

町村総務課長会議 ５月中旬予定 未定
正副会長会議 ６月３日（月）　10時30分 町村会会長室
正副会長・理事・監事・政務調査委員長・顧問合同会議 ６月３日（月）　11時 町村会役員室
平成32年度重点施策提案に係る国会議員説明会 ６月９日（日）　13時 青森市・青森国際ホテル
県広報広聴協議会　理事会 ６月18日（火）　13時 町村会会議室
全国山村過疎地域振興連盟県支部　理事会 ６月18日（火）　13時15分 町村会役員室
発電関係市町村全国協議会県支部　総会 ６月18日（火）　13時30分 町村会会議室
臨時総会 ６月18日（火）　14時 町村会大会議室
市町村総合事務組合　議会臨時会 ６月18日（火）　14時30分 町村会会議室
総務厚生委員会・産業経済委員会 ６月18日（火）　14時50分 青森市・ラ・プラス青い森
監査会 ７月中旬予定 町村会役員室
理事会 ８月上旬予定 未定

町村長健康管理研修

８月27日（火）～29日（木）
　１日目　定期総会　15時
　２日目　健康管理研修

野辺地町
まかど観光ホテル

　３日目　半日ドック 青森市
あおもり人間ドックセンター

エネルギー政策特別委員会視察研修 未定 未定
理事会 10月予定 町村会役員室
法令外負担金等委員会 10月予定 町村会役員室
町村長行政調査研修 未定 未定
県選出国会議員との懇談会 11月26日（火）　17時 東京都・ホテルニューオータニ
全国町村長大会 11月27日（水）　正午 東京都・ＮＨＫホール
北東北三県町村長中央研修会
（秋田県・岩手県町村会との合同開催） 11月27日（水）　15時30分 東京都・ホテルニューオータニ

北東北三県町村長中央交流会
（秋田県・岩手県町村会との合同開催） 11月27日（水）　17時15分 東京都・ホテルニューオータニ

町イチ！村イチ！ 2019 11月30日（土）～12月１日（日） 東京都・東京国際フォーラム
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平
成
十
年
代
半
ば
、
日
本
で
市

町
村
合
併
が
進
み
、
小
さ
く
て
も

素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
や
美
し
い

景
観
を
持
つ
村
の
存
続
が
難
し
い

時
期
に
あ
り
、
新
た
な
「
地
域
の

星
」
を
目
指
し
、「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
と
し
て
運
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
素
朴
な
美
し
い
村

を
厳
選
し
紹
介
す
る
「
フ
ラ
ン
ス

で
最
も
美
し
い
村
活
動
」
に
範
を

と
り
、
小
さ
く
て
も
輝
く
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
を
持
つ
農
山
村
が
、
自

ら
の
町
や
村
に
誇
り
を
持
っ
て
自

立
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い

地
域
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
連
合
で
す
。

　

佐
井
村
む
ら
づ
く
り
基
本
条

例
（
平
成
十
九
年
七
月
施
行
）
の

理
念
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
が
自

ら
の
地
域
を
愛
し
、
誇
り
、
そ
し

て
、
未
来
に
向
け
て
元
気
な
佐
井

村
へ
育
て
る
意
識
を
育
む
た
め
に
、

村
が
持
つ
地
域
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
で
観
光
的
付
加
価
値
を
高
め
、

地
域
の
資
源
の
保
護
と
地
域
経
済

発
展
の
た
め
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

認
め
ら
れ
た
地
域
資
源
は
、「
仏
ヶ

浦
の
眺
望
と
生
活
の
営
み
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
漁
村
風
景
」
と
「
福

浦
の
歌
舞
伎
」
の
保
存
・
伝
承
と

な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
連
合
に
加
盟
し
た
当

初
か
ら
、
海
ゴ
ミ
問
題
や
空
き
家

問
題
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。

　

連
合
加
盟
を
き
っ
か
け
に
、
二

〇
三
〇
年
の
村
で
は
、
海
ゴ
ミ
問

題
の
解
決
に
向
け
、
住
民
に
よ
る

地
道
な
ゴ
ミ
拾
い
活
動
や
、
環
境

団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
環
境
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
空

き
家
問
題
で
は
、
失
っ
た
ら
二
度

と
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
古

民
家
の
価
値
に
気
づ
き
、
古
民
家

の
保
全
と
活
用
が
浸
透
し
、
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
を
モ
デ
ル
に
し

た
連
合

連
合
加
盟
の
目
的

美
し
い
村
ビ
ジ
ョ
ン

ま

ち
づくりへ

の

下北郡

佐
さ　い

井村
むら

佐
井
の
地
域
資
源
を
生
か
し
て

日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
へ
！　
　

村
民
一
人
一
人
が
誇
り
に
思
え
る
村
づ
く
り

　

平
成
二
十
八
年
十
月
、
佐
井
村
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

連
合
加
盟
時
か
ら
描
い
て
い
る
美
し
い
村
ビ
ジ
ョ
ン
を
村
の
環

境
、
景
観
・
建
築
、
文
化
伝
統
な
ど
を
扱
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
を
実
施
し
、
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

認定された地域資源の１つである「仏ヶ浦」
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廃
校
の
利
活
用
も
大
幅
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

景
観
で
は
、
村
な
ら
で
は
の
建

築
素
材
や
色
の
見
直
し
も
進
み
、

街
並
み
は
村
の
自
然
と
マ
ッ
チ
し

た
色
合
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
佐
井
村
の
魅
力
に
惹

か
れ
て
、
移
住
す
る
人
も
増
え
、

環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
結
果
、

古
民
家
を
活
用
し
て
移
住
者
が
起

業
し
た
り
、
商
売
を
営
ん
だ
り
し

て
地
元
の
人
も
観
光
客
も
買
い
物

や
食
事
、
宿
泊
を
楽
し
み
、
交
流

の
場
や
高
齢
者
が
生
き
生
き
働
く

職
場
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
や
食
の
分
野
で
も
、

身
体
や
環
境
に
良
い
農
作
物
や
食

品
を
作
る
生
産
者
が
増
え
、
有
機

栽
培
や
無
農
薬
栽
培
が
浸
透
し
て

い
き
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し

た
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

を
オ
ー
プ
ン
し
、
海
の
幸
は
も
ち

ろ
ん
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た

放
牧
も
広
が
り
多
様
な
食
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
か
わ
い
い
北
の
漁

村
」
に
惹
か
れ
て
佐
井
村
を
訪
れ

る
長
期
滞
在
者
や
女
性
客
も
増
え

て
い
く
こ
と
な
ど
を
ビ
ジ
ョ
ン
で

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

佐
井
村
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
に

「
日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い

漁
村
」
を
実
現
す
る
た
め
に
「
美

し
い
村
を
つ
く
る
会
」
を
中
心
に

二
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
の
メ
ン

バ
ー
が
集
結
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現

に
向
け
て
重
点
的
に
実
行
し
た
い

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◯
有
志
で
協
働
し
て
村
づ
く
り

　

村
の
有
志
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
必
要
な
学
び
と
実
験
・
実

践
が
行
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ハ
ウ
ス
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
村

の
こ
と
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ

と
を
村
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
を
始
め

ま
す
。

◯
経
済
的
自
立
の
た
め
に

　

地
元
食
材
市
場
を
つ
く
り
、
地

産
地
食
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
村
内
で
の
経
済
循
環
を
高
め

る
と
と
も
に
、
食
と
地
域
に
つ
い

て
の
「
食
育
」
を
子
供
た
ち
を
対

象
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
名

物
で
あ
る
ウ
ニ
に
つ
い
て
の
体
験

が
で
き
る
ウ
ニ
小
屋
を
つ
く
っ
た

り
、
佐
井
産
の
ワ
イ
ン
や
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
を
醸
造
し
、
そ
れ
に
合

う
レ
シ
ピ
を
開
発
し
て
、
カ
フ
ェ

や
パ
ブ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
未
利
用
・
低
利
用
の

漁
港
空
間
を
有
効
活
用
し
、
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
な
ど
を
設
け
ま
す
。

◯
世
襲
財
産
の
継
承

　

青
森
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
指

定
を
受
け
、
百
三
十
年
以
上
に
わ

た
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
福
浦
の

歌
舞
伎
」
は
地
域
の
少
子
化
に
よ

り
存
続
危
機
に
あ
り
、
地
域
外
の

人
に
役
者
の
会
員
登
録
制
度
を
設

け
、
練
習
や
上
演
の
た
め
来
村
し

て
も
ら
う
仕
組
み
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
三
月
に
廃

校
に
な
っ
た
福
浦
小
中
学
校
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
全
国
地
芝
居

の
交
流
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
し
、

役
者
の
練
習
や
上
演
期
間
中
の
宿

泊
場
所
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

◯
地
域
資
源
の
保
全
及
び
活
用
の

た
め
に

　

漁
村
風
景
を
磨
く
た
め
、「
村

の
色
」を
決
め
、５
Ｓ
活
動（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾し

つ
け）
を
学
び
、

整
理
整
頓
が
行
き
届
い
た
村
に
し

て
い
き
ま
す
。
五
月
三
日
を
「
ゴ

ミ
の
日
」
と
し
て
村
内
一
斉
清
掃

に
取
り
組
む
こ
と
や
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
で
き
る
海
岸
清
掃
な
ど
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。
ま
た
、
海
ゴ
ミ

問
題
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加

入
し
他
国
と
の
情
報
交
換
や
協
働

も
進
め
ま
す
。

◯
女
性
活
躍
と
住
民
参
加
の
促
進

　

佐
井
村
で
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
加
盟
町
村
の
女
性
を

集
め
、「
美
し
い
村
女
性
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
、
互
い
に
学
び
合

い
励
ま
し
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
き
ま
す
。
ま
た
、
村
民
全
員
参

加
型
の
運
動
会
を
開
催
し
て
、
村

の
結
束
力
を
高
め
ま
す
。

※
佐
井
村
二
〇
三
〇
「
日
本
で
最

も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
」
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
佐
井
村
総

合
戦
略
課
【
０
１
７
５
（
３
８
）

２
１
１
１
】
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

美
し
い
村
を
実
現
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

色彩の統一やボードウォークを取り入れた漁港

アルサス周辺

地元で守り続けてきた福浦の歌舞伎

アクション・プランで掲げるイメージ図
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町 村 ト ピ ッ ク ス

源
泉
１
０
０
％
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
「
よ
も
ぎ
温
泉｣

　よもぎ温泉は、平成29年12月にリ
ニューアルオープンしました。140人
を収容できる大浴場はそのままに、新
たに温泉成分をたっぷり吸収できる
「源泉の湯」や、ヒバを全面に使用し
たサウナができました。
　ゆったりとおくつろぎいただけます
ので、お気軽にお立ち寄りください。
○開館時間：午前９時～午後９時
○休館日：毎週火曜日
○入浴料：大人　350円
　　　　　小・中学生　140円
　　　　　幼児　60円

東津軽郡

よ
も
ぎ
た
む
ら

蓬
田
村

　七戸町の春を彩る「天王つつじまつ
り」が、５月上旬から中旬にかけて七
戸町天王神社境内内で開催されます。
　樹齢300年以上といわれる大木を含
め、約500本の山つつじが皆さまをお
出迎えします。真っ赤なつつじが天王
神社境内を彩る光景は圧巻です。期間
中はライトアップが施され、昼と夜と
で違った表情が見られます。

上北郡

し
ち
の
へ
ま
ち

七
戸
町

天
王
つ
つ
じ
ま
つ
り

問い合わせ先　蓬田村ふれあいセンターよもぎ温泉
　　　　　　　TEL 0174-27-2170

　鰺ヶ沢を代表する魚「ヒラメ」は、
白神山地の清流が注ぐ日本海で育った
逸品。
　その極上ヒラメを贅沢にヅケにした
「鰺ヶ沢ヒラメのヅケ丼」は、平成23
年５月の発売以来、着々と販売数を伸
ばしてきました。
　それぞれのお店が工夫を凝らしたヅ
ケダレでオリジナルな丼を提供してお
り、違った味、楽しみ方があります。
お好みの一杯を見つけてみてはいかが
でしょうか。
※ヒラメのヅケ丼ののぼりが目印です。

西津軽郡

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

鰺
ヶ
沢
町

「
ヒ
ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
」
は
間
も

な
く
20
万
食
！

問い合わせ先　鰺ヶ沢町役場　観光商工課
　　　　　　　TEL 0173-72-2111

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！　

中
泊
メ

バ
ル
の
刺
身
と
煮
付
け
膳

北津軽郡

な
か
ど
ま
り
ま
ち

中
泊
町

　新・ご当地グルメとして登場してか
ら早３年、「中泊メバルの刺身と煮付
け膳」が2019年４月１日にリニューア
ルしました。煮付けが味噌と醤油の２
種類から選べるようになり、汁物が「メ
バルの潮汁」へグレードアップ、更に
デザートとして「エゴ海苔ようかん」
が加わりました！
　メバルを贅沢に食べられるのは中泊
だけ！皆さまのご来町をお待ちしてお
ります。（メバル膳は町内５店舗で提
供中です。詳細は中泊メバル料理推進
協議会HPをご覧ください。） 

問い合わせ先　中泊メバル料理推進協議会（中泊町水産商工課内）
　　　　　　　TEL 0173-57-2111
　　　　　　　http://www.nakadomarimebaru.com

問い合わせ先　七戸町商工観光課
　　　　　　　TEL 0176-62-2137
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　モクズガニは、小川原湖の春の味覚
として、また郷土料理食材として親し
まれてきました。
　道の駅おがわら湖では、小川原湖で
獲れるモクズガニのもっとも美味しい
とされる５月の活ガニだけを使用し、
濃厚なダシとカニミソのうま味を
ぎゅっと凝縮させた「ガニ汁」を販売
しています。ぜひ道の駅へお立ち寄り
ください。上北郡

と
う
ほ
く
ま
ち

東
北
町

東
北
町
の
郷
土
料
理「
ガ
ニ
汁
」

下北郡

お
お
ま
ま
ち

大
間
町

　まつり初日は、華やかな稚児行列が
開幕を飾り、ステージでは迫力満点の
和太鼓と伝統の郷土芸能が披露されま
す。
　２日目は、寺ヨガや吹き矢、座禅、
写経体験など体験イベントが盛りだく
さん！（体験メニューは吹き矢以外、
事前予約が必要です。）
○日時：５月３日（金／祝）９：30～15：15
　　　　　　４日（土／祝）９：30～14：30
○場所：法光寺周辺三戸郡

な
ん
ぶ
ち
ょ
う

南
部
町

２
０
１
９
年
南
部
町
春
ま
つ
り

５
／
３
・
４

本
州
最
後
の
桜
ま
つ
り

　大間町では、５月19日（日）に内山
公園桜まつりを開催します。当日は、
大間町の特産品「大間牛（別名：陸マ
グロ）」の販売もしております。会場
の各所では、バーベーキューが行われ、
大間牛をその場で堪能できます。自慢
の歌声を披露するカラオケ大会など
で、ステージ発表も盛り上がりを見せ
ております。ぜひ、お越し下さい。
（開催日は変更になる場合もあります
ので、ご注意ください。） 問い合わせ先　大間町観光協会

　　　　　　　TEL 0175-37-2233

問い合わせ先　南部町春まつり実行委員会
　　　　　　　（南部町役場内）
　　　　　　　TEL 0178-84-2119

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組 
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１ 
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー 
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記 
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

おか

問い合わせ先　道の駅おがわら湖
　　　　　　　TEL 0176-58-1122
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青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

青
森
県
町
村
会常

務
理
事
兼　
　

原　

田　

啓　

一

事
務
局
長

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

参
事
・
総
務
課
長（
兼
）業
務
共

済
課
業
務
担
当
課
長
事
務
取
扱

　

吉
本　

知
己

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

事　
　

阿
部
布
由
子

主　
　
　

事　
　

宮
越　

彩
香

臨
時
事
務
手　
　

神　
　

楓
花

臨
時
事
務
手　
　

阿
部
り
る
子

人
事
、
規
約
・
諸
規
程
の
改
廃
、

予
算
、
関
係
諸
団
体
等
と
の
連
絡

調
整
、
各
業
務
の
調
整
、
総
会
そ

の
他
の
諸
会
議
、
総
務
厚
生
委
員

会
、
顧
問
弁
護
士
、
表
彰
、
軽
自

動
車
税
申
告
台
数
調
べ
、
文
書
の

収
受
・
発
送
、
各
団
体
の
予
算
経

理
、
現
金
・
有
価
証
券
の
出
納
・

保
管
、
決
算
、
物
品
の
出
納
・
保

管
、
他
の
所
管
に
属
し
な
い
こ
と

業
務
共
済
課

（
業
務
関
係
）　　
　
　
　
　
　

業
務
担
当
課
長 

吉
本　

知
己

総
括
副
参
事　
　

原
子
美
香
子

主　
　
　

事　
　

嶋
田　

裕
哉

主　
　
　

事　
　

前
田　

啓
貴

臨
時
事
務
手　
　

畑
井
ゆ
か
り

（
共
済
関
係
）　　
　
　
　
　
　

共
済
担
当
課
長 

澤
田　

博
美

主　
　
　

幹　
　

大
坂　
　

謙

主　
　
　

事　
　

佐
藤　
　

渓

臨
時
事
務
手　
　

松
田　

清
子

（
業
務
関
係
）

事
業
計
画
、
町
村
行
財
政
の
調
査
、

産
業
経
済
委
員
会
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
特
別
委
員
会
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
要
望
・
請
願
、
町
村

長
等
・
市
町
村
職
員
の
研
修
会
、

会
報
「
あ
お
も
り
町
村
自
治
」、
町

村
職
員
採
用
試
験
、
町
村
の
振
興

発
展
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
県

広
報
広
聴
協
議
会
、
全
国
山
村
過

疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部
、
発
電

関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
県
支
部

（
共
済
関
係
）

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
、
職
員

火
災
・
自
動
車
共
済
、
特
定
疾
病

いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課［共済事業］　TEL 017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　43％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

○ロードサービスが自動付帯
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青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
長　
　

原　

田　

啓　

一

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

会
計
管
理
者 

参
事
・
総
務
課

長
（
兼
）
業
務
共
済
課
業
務
担

当
課
長
事
務
取
扱

　
　

吉
本　

知
己

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

事　
　

阿
部
布
由
子

主　
　
　

事　
　

宮
越　

彩
香

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
事
務
、
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
、
自

治
会
館
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

事
務

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

滞
納
整
理
課

機　

構　

長　
　

白
戸　

雅
仁

滞
納
整
理
課
長　
　

伊
藤　

義
章

総
括
主
幹　
　

平
野　

法
泉

総
括
主
幹　
　

平
山　

彰
夫

主
幹
専
門
員　
　

髙
橋　

淳
一

主　
　
　

査　
　

柿
崎　

辰
圭

主　
　
　

事　
　

関　
　

俊
輔

主　
　
　

事　
　

工
藤　
　

悠

専　

門　

員　
　

工
藤　

晃
博

専　

門　

員　
　

横
山　

麻
美

専　

門　

員　
　

藤
田　
　

昭

専　

門　

員　
　

福
井　
　

宏

臨
時
事
務
手　
　

山
田　

直
子

市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す

る
事
務

保
険
、
任
意
共
済
保
険
、
団
体
定

期
保
険
、
総
合
賠
償
補
償
保
険
、

個
人
年
金
共
済
、
災
害
対
策
費
用

保
険
、
収
入
補
償
保
険
、
消
防
設

備
資
金

●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円
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随 想
第41話

山
やま

﨑
ざき

　結
ゆい

子
こ

プロフィール
会社員。
現在１期目、37歳。

外ヶ浜町長

　

外
ヶ
浜
町
は
、『
津
軽
海
峡
・

冬
景
色
』
で「
ご
ら
ん
、
あ
れ
が

竜
飛
岬
」
と
歌
わ
れ
る
津
軽
半
島

の
最
北
端
、
龍
飛
崎
を
含
む
人
口

六
千
五
十
人
ほ
ど
の
町
で
す
。
北

海
道
新
幹
線
の
駅
が
あ
る
今
別
町

を
挟
み
、
旧
蟹
田
町
・
旧
平
舘
村
・

旧
三
厩
村
が
合
併
し
て
平
成
十
七

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
津
軽
海
峡

と
陸
奥
湾
に
接
し
、
総
面
積
の
約

九
割
が
山
林
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

国
有
林
で
あ
り
、
太
宰
治
の
小
説

「
津
軽
」
で
は「
本
州
の
袋
小
路
」

と
描
写
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
地
に
は
、
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
す
縄
文
時
代
草
創
期
の
大

平
山
元
遺
跡
や
、
松
前
街
道
、
源

義
経
渡
海
伝
説
が
残
る
三
厩
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
、
階
段
国
道
、

龍
飛
岬
な
ど
が
あ
り
、
新
鮮
な
海

産
物
の
他
に
青
森
ヒ
バ
な
ど
も
有

名
で
す
。
ま
た
一
年
中
強
い
風
を

利
用
し
た
風
力
発
電
会
社
を
第
三

セ
ク
タ
ー
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

町
自
慢
の
食
材
は
、
早
春
か
ら

順
に
海
で
は
若
生
昆
布
や
ヤ
リ
イ

カ
、
山
で
は
タ
ラ
の
芽
、
蕗ふ

き

の
薹と

う

、

蕨わ
ら
び、
他
た
く
さ
ん
の
山
菜
に
始
ま

り
、
大
型
連
休
の
頃
ト
ゲ
ク
リ
ガ

ニ
が
旬
を
迎
え
、
蟹
田
川
で
シ
ロ

ウ
オ
の
踊
り
食
い
を
楽
し
め
ま
す
。

雪
が
解
け
る
と
筍

た
け
の
こ（
ネ
マ
ガ
リ
ダ

ケ
）
を
採
り
に
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
。
タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
も
よ
く
釣

れ
、
気
候
が
良
い
こ
の
時
期
は
特

に
人
気
で
す
。

　

初
夏
は
ホ
タ
テ
と
ウ
ニ
の
季
節

で
す
。
通
年
食
べ
る
ホ
タ
テ
で
す

が
、
刺
身
に
は
貝
柱
が
厚
い
こ
の

時
期
が
一
番
で
す
。
七
月
初
旬
に

行
う
平
舘
ウ
ニ
の
日
は
来
場
者
が

増
え
、
最
近
は
昼
前
に
完
売
す
る

の
で
前
売
券
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。
南
沢
の
ミ
ズ
も
有
名
で
、
ホ

ヤ
と
ミ
ズ
の
水
物
は
夏
の
鉄
板
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
ち
な
み
に
龍
飛
な

ら
八
月
ま
で
生
ウ
ニ
を
食
べ
ら
れ

る
お
店
が
あ
り
ま
す
。

　

秋
、
山
は
キ
ノ
コ
の
旬
で
す
。

平
舘
福
祉
会
で
栽
培
し
て
い
る
舞

茸
も
、
よ
く
採
れ
る
サ
モ
ダ
シ
も

美
味
し
い
の
で
す
が
、
天
然
の
舞

茸
と
ナ
メ
コ
は
キ
ノ
コ
の
概
念
を

覆
す
旨
さ
と
言
わ
れ
ま
す
。
焼
干

の
原
料
に
な
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

も
こ
の
時
期
の
鰯
が
最
適
で
、
東

京
を
始
め
多
く
の
有
名
店
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
旨
み
が
深
く
て
評

価
も
高
い
の
で
す
が
、
製
造
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

冬
は
マ
コ
ガ
レ
イ
、
ミ
ズ
ダ
コ
、

ア
ン
コ
ウ
、
ナ
マ
コ
、
ホ
ッ
ケ
な

ど
多
く
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、

何
と
言
っ
て
も
マ
グ
ロ
で
す
。
脂

が
乗
る
十
月
以
降
、
値
段
が
跳
ね

上
が
り
ま
す
。
三
厩
産
マ
グ
ロ
が

豊
洲
の
初
競
り
で
最
高
値
を
出
す

な
ど
、
市
場
の
評
価
も
上
が
り
、

「『
大
間
の
マ
グ
ロ
』
と
同
じ
津
軽

海
峡
の
マ
グ
ロ
な
の
に
安
く
て
お

得
」
と
言
わ
れ
た
時
代
も
終
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
当
町
で
は
近
年
ホ

タ
テ
に
続
く
養
殖
業
を
模
索
し
て

お
り
、
龍
飛
で
青
函
ト
ン
ネ
ル
か

ら
湧
き
出
す
深
層
水
を
利
用
し
た

龍
飛
岬
金
メ
バ
ル
と
松
川
ガ
レ
イ

の
養
殖
に
成
功
し
ま
し
た
。
三
厩

で
は
サ
ー
モ
ン
養
殖
も
始
ま
り
、

大
変
有
望
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
時
代
、
自
分
で
商
流
を
確

立
し
商
品
の
値
段
を
決
め
、
資
源

管
理
ま
で
行
え
る
な
ら
、
世
界
と

直
接
商
売
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

味
の
評
価
と
同
じ
く
量
産
体
制
と

採
算
性
の
レ
ベ
ル
も
高
く
な
け
れ

ば
恒
久
的
な
儲
け
に
つ
な
が
ら
ず
、

結
局
は
生
産
者
が
疲
弊
し
て
し
ま

い
ま
す
。
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

が
食
物
で
あ
る
限
り
一
次
産
業

は
絶
対
必
要
な
産
業
で
す
の
で
、

外
ヶ
浜
が
将
来
も
持
続
し
て
豊
か

さ
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
宣
伝

や
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
強
い
一

次
産
業
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

外
ヶ
浜
町
の
魅
力

〜
海
・
山
の
幸
と
新
し
い
風
〜

龍飛崎歌謡碑

龍飛岬金メバルの刺身


